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オホーツク海サハリン沖ガスハイドレートの同位体組成

Isotopic compsition of natural gas hydrate obtained from offshore Sakhalin, the Sea of
Okhotsk
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北見工業大学未利用エネルギー研究センターは、オホーツク海サハリン沖のガスハイドレートに関する国際共同研究
プロジェクト CHAOS（hydroCarbon Hydrate Accumulations in the Okhotsk Sea）を実施し、オホーツク海サハリン沖でガ
スハイドレート含有海底表層コアの採取を行っている。本研究では、2003年 10月および 2005年 5月に実施されたプロ
ジェクト（それぞれ CHAOS1・CHAOS2）によって採取されたコアに含まれるガスハイドレート中のメタンガス安定同
位体比およびガス組成の測定結果を報告する。メタンの炭素同位体比（δ 13C）と水素同位体比（δ D）はガス起源を
知る手がかりとなる。すなわち、δ 13Cからは熱分解起源ガスあるいは微生物起源ガスのいずれかであることが分かり、
さらにδ Dを用いれば、後者のうち酢酸分解経路あるいは CO2 還元経路のどちらであるか、が推定できる。これらの
同位体については、安定同位体質量分析計（Finnigan DeltaPlusXP）を用いて測定された。その結果、δ 13Cは-62～-65
‰、δ Dは-195～-205‰となり、Whiticaret al. (1986)によればこれらのガスハイドレートに含まれるメタンは微生物起
源の CO2還元由来と推定される。また、これらのガスハイドレート解離ガスおよび間隙水溶存ガス（ヘッドスペースガ
ス法による）をガスクロマトグラフを用いて成分分析した結果、ハイドレート含有コアでは約 30～150ppm、ハイドレー
トを含まないコアでは約 10～100ppmとなり、ハイドレート含有コアではエタン濃度がやや高い傾向が見られた。また、
各ストラクチャーごとにエタン濃度の違いがみられた。現在もエタンに関する同位体測定を継続しており、各ストラク
チャー毎の特徴などについて明らかにしていく予定である。


